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19世紀　　　　　　前半の

一一 Xコットランドとオーストラリア

英豪関係

原 晒岡

　1833年のニュー・サウス・ウェイルズにおいて，住民の最も多くを占めたのはイングランド人

で，次に多かったのは全人口の約5分の1を占めたアイルランド人であった。スコットランド人

は彼らと比較すると少数派であったが，彼らは「住民のなかの最も立派なrespectable人々のう

ちに見出され，僅かな例外を除けば，自由な移民の部類」の人々であった1）。そして，およそ半

世紀後のオーストラリアでは，内外の投資会社の4分の3はスコヅトランド系2）という状況が生

じていた。これを現出せしめた背後にはいかなる歴史的展開が見られたのであろうか。本稿は，

19世紀前半の燈下関係を，特にスコヅトランドとオーストラリアの関係に焦点をあてて見ようと

するものである。

1．　流刑地としてのオーストラリア

　1776年にアメリカ合衆国が独立すると，イギリス政府はそれまで囚人を契約によって送り出し

てきた流刑地のヴァージニアを失うことになった3）。しかも，イギリスでは1750年以降に人口の大

増加が生じ，世紀前半には約600万人前後で停滞していたイングランドとウェイルズの人口は，

1801年に約900万人，1851年には約1800万人と増加していった。謂わゆる「最初の産業革命」はイギ

リスの人口増加によって誘発され，工業化は人口増加を解決するためのイギリス人の知恵であっ

たのか，それとも諸産業の成長が人口増加傾向に拍車をかけたのか，この2つの要因を原因と結果

に峻別することは，プリンの言ったように極めて困難であるが4），とに角，産業革命によってイギ

リスは「生産も人口も長期に亘り増大を持続し，絶対的貧困と大衆飢餓との姿を見ることの少な

い社会へと転換」できたのであった5）。しかし，18世紀から19世紀初期のイギリスの工業化は，

増大した人口に十分な雇用を与え得るほどには未だに進展していなかった。イングランドの中

部，南部，東部の農業地帯における農業労働力がその地方の実際の需要に対して過剰だったこと

は，1834年の救貧法調査委員会報告書の認めるところである6）。また，人口の増加に伴って都市

部に人口が集中し始めたが？），都市部にも多くの下層階級の人々が不完全雇用の状態で集積し

た。人口増加と都市化に伴う社会的変化の中で，18世紀後期から19世紀初期にかけて，ロンドン
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でも他の都市でも犯罪が激増した8）。また，1794－5年，1799－1800年，1809－1813年の凶作で

穀価が騰貴した時には食糧暴動が各地に頻発し，その数は74件を数えた9）。この時期のイングラン

ドの犯罪に対する刑罰は非常に苛酷で，死刑に相当するとされた重罪は18世紀末には200種類以

上にも上り，そのなかには5シリング以上の価値の物品の窃盗，拘摸，万引等も含まれていた10）。

もっとも，死刑相当の犯罪を犯した者のすべてが死刑を執行されたのではなく，1776年から1800

年までの期間では，その3分の2が減刑されて流刑とされた。（但し暴動のような反体制的挑戦

に対する弾圧はもっと厳しく，見せしめのために逮捕された少数の者の場合には，その半数が死

刑の判決を下されて処刑された。）また，ラッダイト以前には14年頃流刑が相当とされた機械打

ち壊しが1811年には死刑に相当すると変更され，1812年にはチェッシャで打ち壊しに参加して逮

捕された14人に死刑が宣告されて2人が実際に処刑され，ヨークシャでは17人が処刑，1人が終

身流刑，6人は違法の宣誓を行なった罪で7年の流刑とされた。またラソカシャでは3人の成人

男子と16歳の少年1人が処刑され，少年を含む15人の男子が違法の宣誓を行なった罪で7年の流

刑に処された。処刑された1人の少年は，工場焼き打ちの時に実行に参加したのでなく，単に大

鎌をもたされて見張りの役を遂行したにすぎなかったという11）。19世紀に入ると死刑の執行が減

少していったとはいうものの，イングランドとウェイルズで1828年から34年の7年間に355件の

死刑執行が行なわれたのである12）。他人を殺傷したような極悪人が死刑を免れて流刑となること

はほとんどなかったであろう。オーストラリアへ流された囚人の多くは比較的に軽い犯罪で処罰

された者だったらしいと，ショオは述べている13）。実際今日では流刑という刑罰からは想像で

きないような罪でオーストラリアに送られた人たちも多かったであろう。例えば，ニュー・サウ

ス・ウェイルズの5代目の総督のマックオリの下で働いた建築家のフランシス・ハワド・グリー

ソウxイFrancis　Howard　Greenway　lま，事業不振で破産したことを秘匿した罪で14年半流刑に

処された男であり14），1838年の流刑に関する議会報告書の中で，オーストラリアでの服役中から

節倹を心がけ，刑期を終えて結婚した後も勤勉に働いて産をなした例として挙げられているとこ

ろのある禁酒主義の男は，ヨークシャの共同地で雁を密猟した罪で19世紀末に流刑に処されたの

であった15）。1787年から1820年末までにニュー・サウス・ウェイルズとヴァン・ディーマンズ・

ランド（タスマニア）に流刑された囚人は男が2万2，217人，女が3，661人，計2万5，878人であ

った。オーストラリアに送られた囚人は，初めは植民地建設の公共事業に使役されたが，後にそ

の一部は自由書すなわち軍人，役人，及び少数の一般移民による開拓事業のために割り当てられ

た。因みに1820年代末のニュー・サウスウェイルズとヴァン・ディーマンズ・ランドの人口は次

のとおりであった1G）。

自　由　移　民

ニュー・サウス・ウェイルズ　　ヴァン・ディーマンズ・ランド

　　　　1，307人　　　　　　　　　　　　714人
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　以上のような状態で，服役囚人が成人人口の中に占める比率は圧倒的に大きく，19世紀初期の

オーストラリアはなによりもまず囚人の収容地で，植民地ではなかった。初代の総督のフィリッ

プスが任地に到着後，受け入れ態勢が整うまで囚人の輸送を中止するように要請したのに対し

て，英本国の大臣は目下の急務はすべての囚人をイギリスから送り出して監獄を空にすることで

あると答えている。また植民地担当大臣パサースト伯は，1一　一ストラリアの植民地としての成長

は二の次の問題で，あくまでもオーストラリアは囚人の収容所であると調査官のビッグに書き送

っている17）。かように囚人の多い社会だったから問題も多かった。1819年10月のシドニー地区の

治安判事の報告によれぽ，囚人の数は4，231人で，その年内の囚人による犯行は642件であり，1820

年末では，囚人数4，457人で，処罰された者は1317人であった。もっとも，犯罪と言っても，その

内容は無断欠勤，監督への不敬行為，不服従，泥酔，窃盗等で，もっと深刻な重罪2件は治安判事

によらず，刑事裁判所で裁かれたのであった18）。イギリス本国政府はオーストラリアを囚人の収

容地と考えたが，囚人が刑期を終えたとき彼らを本国に連れ戻す考えはなく，彼らはオーストラ

リアに定住するのが望ましいと考えた。しかし，1830年代以降に次第に自由な移民労働者のオー

ストラリアへの渡航が増加するに伴って，囚人労働より自由労働者を雇用する方が結局は経済的

だという理由から，ニュー・サウス・ウェイルズでは1840年代以降に囚人のニュー・サウス・ウ

ェイルズへの流刑を中止することを求めるようになり，他方，イギリス本国でも流刑の犯罪防止

効果が疑問視されたので，ニュー・サウス・ウェイルズへの囚人の流刑は1840年に廃止され，イ

ギリス本国でも，流刑と繋留船を監獄として用いることが1853年に，事実上，廃止されだ9）。従

ってタスマニアへの流刑も1852年に終わりを告げたが，西オーストラリア植民地は囚人労働の継

続を求め，1868年に廃止されるまで囚人の移送が行なわれた。しかしそれは以前とは違う形で小

規模に行なわれたにすぎなかった2e）。こうして，オーストラリアの流刑地としての役割は19世紀

中期に終焉したが，そこに送られた囚人たちのなかには，前述したように，現在の規準では微罪

とも言うべき罪で流刑された人々が多数いたであろうと考えられている。

2．植民地としてのオーストラリア

　いま述べたとおり，オーストラリアへの流刑に処された人々の中には，微罪を犯した人や政治

的弾圧の被害者とも言うべき人々がかなりいたと思われるが，19世紀初期，いな19世紀中期に至
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るまで，イギリス本国の人々の間のオーストラリア観は，チャールズ・ラムのrエリア随筆』中の

一節に示されているように，犯罪者によって構成されるひどい社会というものだった。ラムは同

書の「遠方よりの通信者」なる節で「それからシドニーの人は何をしているか，彼らは終日ド×

×ウをしているのか語ってくれ給え。……ド××ウの子と孫との間に見た目に違ったところがあ

るだろうか。またその汚れはどこでとまるのであろうか。君の方では三，四代にしてそうしたと

ころが漂泊されるのであろうか。……君の方の錠前屋こそ，私はそう思っているのだが，君方の最

大の資本家の中に数えられているのであろうか」書いている21）。1851年にオーストラリアに金鉱

が発見されると，投機的山師業と囚人及び囚人の子孫との組み合わせの結果が危惧され，囚人と金

の結合は怪物を創出するであろうと考えられた22）。従って，オーストラリアへの移住を志す者が

初めのうちは少なかったのは当然であろう。移住者に対しては名目的な地代で50乃至100エイカ

ーの土地を貸与し，2年分の糧食と囚人の労役，播種用の穀物，農具及び囚人護送船に同乗して

の無料の渡航等，魅力ある条件が提供されたが，応募者は殺到せず，19世紀末の10年あまりの間

に渡豪した自由移民は急く僅かであった23）。ナポレオン戦争後にイギリス政府が移民に与える補

助を廃止したこともあって，オーストラリアへの移民はその後も急増せず，1809年から1821年ま

でのマックオリ総督在任期間中のニュー・サウス・ウェイルズへの移民は730人で，年間平均60

人といった程度である2“1）。オーストラリアにおける自由移住者の数は，1805年に約600人，1810

年に700人未満，1815年に男900人，女200人，1820年に成人男女1，558人，児童878人であった25）。

しかしオーストラリアへの移民が初め非常に少なかった理由には，流刑囚が構成員の多くを占め

る社会に対する嫌忌のみでなく，オーストラリアが植民地として適切ではないという識者の意見

の影響もあったであろうと思われる。ヴァージニアで貿易商を営んで成功し，アメリカ独立戦争

では独立に反対して生地近くのグラスゴウに戻り，グラスゴウ市長となり，1783年にグラスゴウ

に商業会議所を設立し，後に・ンドンで警察裁判所判事となったバトリック・カフーソPatrick

Colquhounは，1814年にロンドンで刊行されたr世界各地における大英帝国の富，兵力，資源

の論』の中に次ぎのように書いた。「＝ユー・サウス・ウェイルズのイギリス人は本国に稗益す

るところは何もないと言ってもよいであろう。他方，喜望峰のイギリス人は甚だ有益である。

…… H場が建てられたが……大した成功を見ず，商品を輸出する目的の船舶は帰途に積む貨物が

得られないであろう。そこの人がアジアと太平洋の近隣諸国と接近して交易しても，祖国には何

ら利益にならないであろう26）。」またイギリスとオーストラリアとの間の距離が遠すぎるとも考

えられた。エディンバラ・レヴュー誌上で政府のオーストラリア植民政策への反対論を展開した

シドニ・スミスSydney　Smithは，1819年に「ニュー・サウス・ウェイルズは邪悪の掃き溜め

であり，その中で男女の囚人の大多数が到着時より更に限りなく堕落する。……単なる植民地と

しては，そこは遠すぎて費用がかかりすぎる。……選択権のある人なら，誰もそこを自分の居住
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地として選ぶ者は，当分のあいだ，いないであろう」と書いた27）。J・R・マカラクもオースト

ラリアの距離について「温暖な風土の点でニュー・サウス・ウェイルズの利点がいかに大であっ

ても，そこはヨーロッパと連絡できる自然的領域外である。それの未来の商業はアジアに属する

にちがいない」と述べている28）。

　しかし，1820年代にオーストラリアに対するイギリス政府の方針が変わり，またオーストラリ

アに関する情報が増すに伴ってオーストラリアへの移民は増加し始めた。すなわち英国政府はオ

ーストラリアを流刑囚とその刑期を終えた者の植民地と考えるのではなく，一般人の投資する場

所と考えるようになったのである。フィッツバトリックの言葉を借りれば，「その果樹園はあま

りにも豊かなので，従来，風で落ちた果実を地面から棚ぼた式にせしめていた流刑囚たちの手に

その果樹園を委ねることはできなくなった」というわけであった29）。イギリスにオーストラリア

政策の方針を変更させ，イギリスの人々にそれまでと異なるオーストラリア観を抱かせるように

なったのは，第1に，オーストラリアにおける植民地行政の実態調査のためにイギリス政府が派

遣した調査委員のビッグの報告書であった。彼は流刑制度の実態とその効果に関する全般的報告

書の中で，オーストラリアの木材，穀物，煙草，亜麻，鯨油等の様々の主要産物を生産する可能

性に関して明るい見通しを述べたが，特に1790年代にニュー・サウス・ウェイルズにおいてvッ

カーサ家によって始められた牧羊業の重要性を強調した。彼は，それがイギリスの農業に何らの

支障を来すことなくイギリスをして羊毛供給を外国に仰ぐことから脱却せしめるであろうと述

べ，また牧羊業の発展のために，流刑囚の労働を製造業に割り当てるのをやめて牧羊業に優先的

に割り当てるべきだと述べた30）。また農業と商工業に関する報告書では，「ニュー・サウス・ウ

ェイルズの植民地において良い羊毛を生産し，それによってイギリス本国への貴重な輸出を創出

するのを促進することの利益に関しては，いかなる疑いもあり得ないであろう。なぜならそれは

この植民地における生産的産業の，唯一ではないとしても主要な源泉であると思われ，植民者た

ちは母国から提供された貸付金を返済する手段と，よその工業製品に対する彼らの需要をみたす

手段とを，そこから引き出すことができるからである」と書いている31）。因みに羊毛の輸出は

1809年忌7万4284ポンドから1825年には32万3995ポンドへと増加したのであった32）。更に，イギ

リス人のオーストラリア観を変えるのに影響力があったものとして，ノースコットは1824年に刊

行されたウエソトワースの『オーストラリアにおけるイギリス人植民地の諸統計』を挙げてい

る33）。実際，オーストラリナの社会を酷評してきたシドニ・スミスは，おそらくこの書物の影響

によるのであろうと考えられているが，従来の説を修正して「（オーストラリアの人々は）父祖

の歩みをたどらずに，ほとんどすべての人が，すばらしいことに，正反対の人生行路を進んでお

り，彼らは普通以上に節度があって誠実である」と述べた34）。こういつたことから，1820年代初

期に陸軍士官，借地農場経営者，中層階級の次男以下の子息たちの中にオーストラリアでの牧羊



　24　　　　　　　　　　　　　　　　　19世紀前半の青汁関係

の経営を希望する者が急増し35），1821年から1825年までに3，000人近くの自由な移民が渡豪した

とショオは書いている36）。しかし植民した者に名目的な地代で土地を貸与することは1830年まで

続けられたが，流刑囚を送る船に同乗すれば渡航費を要しないとの制度は1815年に廃止されたの

で，1831年以降に土地売却代金から様々の仕方によって渡航費が援助されるようになるまで，一

人あたり30乃至50ポンドの船賃が必要であり37），しかも植民地省はオーストラリアへの移住希望

者の資格審査を行なって，政府の援助のもとに自立できるほど十分な財産を所有する者に限って

移住を許可する旨の文書を移住希望者に送ったから38），1820年代には希望者が誰でも容易に農業

や牧羊業の経営を志して移住できる情況ではなかった。しかし自由な移住者は自分の家族のほか

に使用人をも連れていくのが珍らしくなかったので，自由な移住者のなかに貧しい人々が皆無だ

ったわけではない。更に，イギリスでは救貧費の急増とマルサスの人口論の影響で過剰人口対策

が喧しい議論の対象となり，その緩和策として海外移住が奨励され，1825年忌は熟練職人の海外

移住を禁止する法律が廃止された。イングランドの諸教区では将来の救貧税の支出を削減するた

めに，救富民の渡航費を補助して貧民を海外へ述り出そうとしたが，それがどの程度の規模で行

なわれたかは不明である39）。しかし，教区のそういった試みはひとりあたりの船賃が40ポンドも

するオーストラリアではな：く，5ポンドしか要しないアメリカへ向けて行な：われたであろうか

ら，そうした教区の援助でオーストラリアへ渡った貧民は少なかったであろうと考えられてい

る40）。貧民と除隊した復員兵を植民地に送ることは政府の資金によっても行なわれ，16万ポンド

がカナダとケイプへの移住のために支出された41）。1825年から32年までにイギリス政府は1万

1，600人あまりを援助してオーストラリアへ移住させたが，そのために政府が支出したのは1万

6，000ポンド程度であった42）。従って1820年代には，公的な援助による労働者階級のオーストラ

リアへの組織的な移住は大規模には行なわれなかったといってもよいであろう。1825年から1829

年までの間のオーストラリアへの自由な移住者の数は約5，　OOO人であった43）。これにひきかえ，

1830年代の10年間では約5万3，000人，1840年代の10年間では約11万6，　OOO人，1850年から1855年

までの6年間では約31万1，000人となっているtl　’s）。1830年代以降の移住者の増加は，疑いもなく

移住者に与えられた補助金に起因した。すなわち1831年以降，イギリス政府は渡慨する15歳から

30歳の未婚の婦人移住者に8ポンドの助成金　（渡航費の約半額），家族を連れてオーストラリア

へ移住する職人に20ポンドの貸付け金を提供したのである46）（未婚婦人の渡航費は1835年に，男

子の渡航費は1837年に無料とされた‘6）。）更に1835年に新たな褒賞金が総督のパークによって設

けられた。それは適当な移住者を呼び寄せたオーストラリアの住民に与えられるもので，その移

住者が夫婦の場合の褒賞金は30ポンドであった。こうして1840年にオーストラリアに来た自由な

移民は，助成金を受けずに来た者，本国でロンドン移住委員会London　Emigration　Commsttee

（1832－6年）か移住監督局長官Agent・General　for　Emigration（1836年以降）を通して貸付
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金か助成金を受けて来た者，植民地政府の褒賞金制度によって来た者がいたことになる。1832年

から1842年までの間ee　・ユー・サウス・ウェイルズに来た自由な移住者のうち，何らかのi心心を

受けて来た人は5万人，受けないで来た人は1万5人であった’27）。次にスコットランドからの移

住に特定して．19世紀前半のオーストラリア植民の状況を見てみよう。

3・　スコットランド人のオーストラリア移住

　オーストラリア在住の連台王国出身者の中にスコットランドの出身者が占めた比率は，19世紀

後半には14乃至15パーヒントであった。これは連合王国の総人口中にスコットランドの人口が占

めた比率を考慮すると，必ずしも低くはない。

連合関門出身のオーストラリア在住春の出自

　　　　（出生地のパーセンティジ）

イングランドとウェイルズ

スコットランド

アイルランド

1861年

56．　33

15．　48

28．　19

1871年

53，　93

14．　65

31．43

1881年

54，　93

14，　75

30，　82

1891年

57．　28

15．　08

27．　64

連合王国総人ca　＊の地域別人Ptix

　　　（パーセンティジ）

イングランドとウェイルズ

スコットランド

アイルランド

1861年

69．　43

10．　59

19．　97

1871年

72，　21

10．　67

17，　10

1881年

74．　55

10。乙1

14．73

1891年

76．　94

10．　67

12．　38

B．R，　Mitchell　and　Phillis　Deane，　Abstract　of　British　Historial　Statistics，　p．　9，

しかも流刑されてオーストラリアに来住した人のなかには，少なくとも1824年までスコットラン

ド人が極く僅かしかおらず，1788年から1800年までに流刑されたスコットランド人は70人，1823

年まででは855人で，この期間のすべての流刑囚の3．5パーセントにすぎなかった’18）。スコットラ

ンドではコベットの言ったほどに「あらゆる人が信心家で道徳家で賢人’1”）」ではなかったとして

も，オーストラリアのスコットランド出身者の大多数が自発的入植者だったことは確かであろ

う。流刑囚のなかにスコットランド人が少なかったのは，軽犯罪に対する刑罰がスコットランド

ではイングランドより遙かに軽かったからで，流刑されたスコットランド人は累犯の重罪人であ

ることが多く，オーストラリアでは，スコットランド人の流刑囚が最も危険で改俊の情が薄いと

の定評を得た。当時，オーストラリアでは「人はスコットランドから重罪のゆえに，イングラン

ドからは軽犯罪のゆえに，アイルランドからは道徳的には全然罪でないことのゆえに，送られて

くる」と言われていた50）。

　スコットランドからオーストラリアへの自由な入植者は，イングランド・ウェイルズからの場
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合と同じ理由で，初めは極めて少なかった。いな，1820年前にはスコットランドの港からオース

トラリアへ行く船がなかったので，ロンドンかイングランド南部の港まで行く必要があったこと

や，バトリック・カフーソ，マカラクがスコットランド出身の名士であり，シドニ・スミスがオ

ーストラリアに関して批判的な記事を書いたエディンバラ・レヴューがスコヅトランドで最も影

響力ある雑誌だったことを考えると，むしろスコットランド人における方がオーストラリアの魅

力は乏しかったであろうと思われる。実際，1815年から1819年の5年間にオーストラリアへの移

住希望を植民省に申し出たのは，イングランドとアイルランドからの323件に対して，スコット

ランドからは僅か25件にすぎなかった。しかし，マックミランによると，1818年にアリグザン

ダ・マクノキAlxender　McCnochieが長々とした書名の著書（A　SztmmarツView　Of　the

Slatislics　and　Existing　Coinmerce　of　lhe　PrinciPa／　Shores　of　lhe　Paciflc　Ocean，　wilh

a　Sleelch　of　lhe　Advantages　which　zvottld　resztlt　from　the　eslablislement　of　central　Free

Port　within　its　Limils；and　also　of　one　in　the　Southern　Allanlic，　vi2．，　wilhin　the

lerrilory　of　the　CaPe　of　Good　HoPe，　conferring　on　this　latter，　in　Parlicztlar，　the　same

Piivilege　oj’　direct　trade　with　lnclia　and　the　IVorth　Atlantic，　bestowed　lalely　on　Maltct

and　Gibralter）の一章をニュー・サウス・ウェイルズの記述にあてたのがスコットランドの文

献におけるオーストラリア観の転換点であり，1819年に生えぬきのオーストラリア人であるウエ

ントワースWilliam　Charles　Wentworthが著した書物（Stal’istical，　Historical　ct　nd　Poli－

1’ical　Z）escriPlion　of　tlze　Colony（）f　New　South　Wales）が更にスコットランド人にオース1・

ラリア観を変えさせたのであった5D。1820年頃には，スコットランド人の間にオーストラリアへ

の関心が相当に見られるようになった。1820年代にはスコッツ・マガジーン誌がニュー・サウ

ス・ウェイルズについて楽観的な報道を掲載し，1819年に創始された大衆的なエディンバラ・マ

ンスリ・レヴューはニュー・サウス・ウェイルズをカナダやケイプより良い入植地として推奨

し，1828年になるとエディンバラ・レヴューも論調を変えた。こうして1820年以前のスコットラ

ンドでは，海外移住の目的地は北アメリカかケイプ植民地であったのが，それ以後オーストラリ

アもその対象とされるようにな：つたのである。

　1820年以前のオーストラリアでは，若干の役人と将校を除けばスコットランド出身の自由な植

民者は非常に少なかったようであるが，広い面積の土地を貸与された人々のなかに，スコットラ

ンド人もそれ相応の比率を占めていた。すなわち1812年忌ら1821年までの時期にマックオリ総督

が植民者に与えた100エイカー以上の土地の貸与総件数380件中の34件がスコットランド人に与え

られ，ヴァン・ディーマンズ・ランドでは1820年以前に移住したスコットランド人で1826年から

1828年の時期に土地を保有していたのは23人で，イングランドとアイルランド出身者は130回忌

あり，これらの人々の多くは役人と将校であった52）。スコットランド人の出世の一つの道は，陸
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軍に入ってインドで軍務に服し，次いで将校に昇進してニュー・サウス・ウェイルズの将校軍団

に加わり，土地の貸与を得て退役し家族と共に入植するというものだったのであるO「　h’）。更に，マ

ックオリ総督に従って来たスコットランドの第73ハイラソダ連隊が1850年まで駐留したので，比

較的広い土地を貸与された者の中にスコットランド人の占めた比率は高かったであろうと考えら

れる。ルビンシュテイソは19世紀前半のニュー・サウス・ウェイルズにおける富裕層の多くは，

もと陸軍の将校か役人だったと述べている5‘1）。19世紀オーストラリアにおけるスコヅトランド人

の経済力の基礎の一端は彼らによって築かれたと言えるであろう。

　ところで前述のように，1820年代に入るとイギリスからオーストラリアへの自由入植者が増加

し，スコットランド人の自由入植者にも，役人や将校以外の人がふえていった。入植希望者で，

土地の貸与を受ける資格，すなわち500ポンド以上の資本，の所有者の植民省への応募状況は次

のとおりであった55）。

　　　　　　　　　自由入植者の出身地別応募件数とスXットランド出身者の比率

　　　　　　　
年寄劉ス・・トランド

1815

　16

　17

　18

　19

　20

　21

　22

　23

　24

　25

　26

　27

　28

　29

　30

1831－33

5
3
4
5
8
9
6
0
1
7
2
2
6
6
0
4
0

　
　
　
　
　
7
6
8
6
7
3
2
2
2
1
1
2

イングランド　　アイルランド
藝
ロ

5
5
1
0
8
3
5
7
1
5
9
8
8
4
2
5
2

4
5
4
5
1
5
5
8
1
9
7
8
9
8
6
2
5

　
　
　
　
ー
マ
⊥
1
1
⊥
－

2
1
3
1
7
5
1
9
9
9
1
4
8
9
7
7
8

　
　
　
　
　
　
1
　
2
1
1
1
1
1
　
1
2

2
9
8
6
3
7
2
6
1
1
2
4
7
9
9
6
0

5
5
4
5
3
3
3
7
0
9
2
2
3
2
7
5
0

　
　
　
　
1
2
2
2
2
1
1
1
1
1
　
　

1

　
　
　

ド
　
…

マ
…

ト

薩ス
の
｛

6
1
3
9
0
3
2
9
3
3
2
5
9
1
6
0
0

9
5
8
8
6
3
7
8
0
0
6
7
8
0
2
5
0

　
　
　
　
　
3
2
7
3
4
2
1
1
2
1
2
2

き
1
1

538 1，　493 201 2，　232 24．　1

マックミラソは「1820年代を通じて印象的なのは，スコットランド人農業家の入植者の地位と富

である」と述べたが56），そういったスコットランド人は1820年代前半に，500ポンド以上の資産

を有する全自由植民者中の約3分の1にも達したのである。スコットランドの人口が連合王国の

人口中に占めた比率を考えれば異常に高いとも言うべきこの比率は，スコットランドの経済的背

景の然らしめるところだった。そのひとつは1810年にはスコットランド各地でかなり進んでいた
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農業の再編成である。すなわちロウランドでは資本家的・集約的農場経営が行なわれて農場の地

代が引き上げられると共に，耕地が統合されて農場の規模が拡大されたので借地できる農場の数

が減少しO「　”t），ハイランドでは牧羊への転換により羊小屋を建てる必要から僅かな耕作適地の窪地

が没収され小作人crofterが追放されたので，領主的地主lairdと再小作人との中間にあって名

目的地代で借地してクロフタに又貸しして来た，通例，地主の縁者だった借地農tacksmanの存

在基盤が失われた58）。こうしてスコットランドの中層の農場経営者やその子弟らは借地期限の終

了や独立の時期の到来と共に，他処に土地を求めなけれぽならなくなったのである。1820年以

降，特にヴァン・ディーマンズ・ランドにスコットランド人の自由入植者が増加し，1828年にな

ると，この島で広い土地の貸与を受けて家族と家事奉公人や農場使用人を引き連れて農業経営を

行なっていた者が190人になっていた。イングランドやアイルランドの出身者は368人掛あったか

　ス調ットランドより，：；・」・一一・サウス・ウェイルズと　　らこの時のヴァン・ディーマンズ・ランド

　ヴァン・ディーマンズ・ランドへの入植希望者の職業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　では，大土地保有者の3分野1以上がスコ
　　　　　　　　（1814－1830年）

職 業 応募者数
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牧
書
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船
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門

業

物　販　売　業

者
家
旧
師
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書

7
3
9
0
8
2
4
2
6
5
2
0
0
7
6
6
5
5
5
5
3
3
3
2
2
1
1

9
8
7
5
3
3
2
2
　
1
1
1
1

ットランドの出身者だったことになる。ニ

ューeサゥス・ウェイルズでは1821年から

1831年までの間の土地貸与件数総計1，　439

件中スコットランド人への貸与は436件で

あった。これは新規入植者への貸与のみな

らず，在来の入植者への追加貸与もあった

ので，1830年には，かなり広い土地の保有

壷中にスコットランド人が占めた比率は，

ヴァン・ディーマンズeランドでは約3分

の1，ニュー・サウス・ウェイルズでは約

4分の1であったと考えられている59）。

　スコットランドでは見出せない事業の場

をオーストラリアに求めたのは農業関係者

ばかりでなかった。次の表はニューeサウ

ス・ウェイルズとヴァン・ディーマンズe

ランドへのスコットランドからの入植希望

者の職業分類である（60）。この表は農業関

係者と並んで商人の入植希望者が多かった

ことを示している。ナポレオン戦争中に著二

しく増加したスコヅトランドの外国貿易は
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1815年から1822年にわたって停滞した。なかでもエディンバラとリースは不況を経験した。リー

スは1750年ごろまではスコットランド第1の貿易港で・ミルト海貿易を一手に引き受け，小麦，木

材，タール，船舶用の縄，麻，樹脂等を輸入し，西インドの物産をバルト海東岸諸国に輸出し

た。西インドの物産は直接り一スに輸送されることもあれば，グリーノックやグラスゴウe：・一且

陸揚げされてそこからリースまで陸上輸送されることもあった。ところがフa・　一一ス・アンド・ク

ライド運河が1790年に完成すると，仲継港としてのリースの重要性が低下し，バルティック諸国

の物産は運河の東端に新しく開設されたグレインジマスGrangemouth港を経由して中部及び西

部スコヅトラソドへ輸入され，西インドの物産とグラスゴウ及びその周辺の工業製晶は運河を通

ってグレイソジマスGrangemouthからバルティヅク諸国へ輸出された。1822年忌フォース・ア

ンド・クライド運河とエディンバラを結ぶユニオン運河が開通したが，約3キロメートル離れた

りースまで延長されなかったのは，リースの重要性の相対的低下を物語るものであった。貿易港

としてのリースの重要性の低下の理由はほかにも幾つかあった。まず，リース港の凌乱iの不備に

よる機能の低下，グラスゴウ，グリーノックに輸入されるカナダ，アフリカ産の木材の関税に比

して，リースに輸入されるバルティック諸国産の木材に対する5倍以上の関税，1816年にグラス

ゴウの貿易商人が参入した東インド貿易へのリースの商人の実質的参加が1826年と遅かったこと

等であった61）。要するにリース貿易関係者はグラスゴウのライヴァルの後塵を拝するようになり

危機感を募らせたのであった。こうして1820年代に新天地を求めてオーストラリアに移住したス

コットランドの商人の多くはエディンバラとリースの商人で，スコットランドのその他の地域な

かんずくグラスゴウの商人はスコットランドとの関係が歴史的にもっと深いアメリカ大陸に移住

する者の方が多かった。ところで，これらの商人のオーストラリア移住の動機はスコットランド

における事業の不振にあったとはいうものの，彼らは決して事業の落伍者だったのではなく，相

当の資本をもって，不馴れな農業でなく本業の商業で一旗揚げる希望をもった人たちであった62）。

1823年忌ら24年にかけて，ヴァン・ディーマンズ・ランドの商人の大多数がスコットランド人だ

ったと言われ，後にヴィクトリア州となるポート・フィリップ地方でスコットランドからの入植

者が19世紀前半に富裕階級を形成したのは63），以上の理由によったのであろう。

　ところで1820年代のスコットランドからの自由入植者のすべてが相当の資産を有する農場経営

者と商人および専門職の人々でなかったことは表の示すとおりである。表中の手工業者・職人の

項目は原文ではcraftsmenである。ナポレオン戦争中の農…産物価格の高水準は1814年の豊作と戦

争の終結とによって低落し，英国の経済は1830年代中期まで停滞した。終戦の影響はスコットラ

ンドではイングランド以上に甚大であった。ハイランドでは，タックスマン階級の将校たちが軍

隊から帰還しても所領の地主たちに借地契約の更新を拒否され，下層階級にあっては馬鈴薯の導

入に起因した人口過剰の上に，ロウランドにおける畜牛の技術改良による競争に直面した牧牛業
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の衰退のけっか雇用が縮小し，Pウランドでは，農業は穀価の低落による不況を経験し，炭業や

鉄工業は軍需の消滅による打撃を受け，特に造船と海運はアメリカの造船業の競争を受けて苦境

に立たされていた64）。この不景気のなかで十分な収入と雇用を得られなかった手工業者や職人の

なかにも，オーストラリアへの移住を志す者がいたのは当然であろう。血中の「不明」の項目の

79人もおそらく手工業者や職人だったであろうと考えられているので，合計すると，応募総件数

中の約7分の1が手工業者や職人であった。彼らはある程度の資産を有し，渡航費を自弁できた

人たちで，そのなかには，たとえぽもと軍需品調達庁に馬具を納めていたがオーストラリアに渡

り，1823年にホバートで馬具製造業を始めたエディンバラのトマス・スコットのような者がいた

のである。職人たちのなかには，渡航費がないために移住できない人たちがいた。オーストラリ

ア到着後の年季奉公と引ぎかえに無料で職人たちがオーストラリアへ渡航する可能性の有無を職

人たちのグループに代わって植民冠省に問い合わせた人たちもいたが，植民省の答は否定的だっ

たらしい65）。そこでリースの海運業界では1820年から何らかの方策一多分，1824年からオース

トラリア会社が行なったのと同じ方策，すなわち，現地到着後に現金か労働で船賃を会社に返済

するか，あるいはオーストラリア在住の入植者で労働力を必要とする人が船賃を立て替え，移住

する職人はその人と年季奉公の契約を結んで無料で渡航する　　によって，職人や農業労働者を

オーストラリアに送り始めた。オーストラリアまでの船賃は1820年には上級が70ギニ（1走向は

LO5ポンド），下級が50ギニで，後に各々50ギニと30ギニとされ，1824年には下級が24ギニと値

下げされたとは言え，下層階級の人が容易に賄える金額ではなかったのである。1823年にホバー

トの一雇用主が「今は非常に多くのスコットランド人が毎日到着するので，ただ同然に安く雇う

ことができる」のを喜んだとすれば66），そういった手段で1820年代初めに渡航した労働階級の人

々がある程度存在したことは確かである。ハートウエルの推計では1820年後にヴァン・ディーマ

ンズラソドに渡米した自由入植者は約4，000人であり67），オーストラリア会社が輸送した1万

2，000人以上のスコットランド人の大部分はヴァン・ディーマンズ・ランドに上陸したと考えら

れている。この中に下層階級がどれほど含まれていたかは不明だが，オーストラリア会社の各航

海の旅客の5分の3乃至3分の2が上級船客であったことからすれば，この時期に入植者の多数

を占めたのは中層階級の人々であったと思われる68）。その結果，1820年春末になると労働力の不

足が訴えられるようになった。流刑囚を入植者に割り当てる制度はあったが，極端な若年と老齢

や盲目等の身体障害や病弱のために全く役に立たない者が少なからずおり，しかもかなりの数の

囚人が公共事業のために必要であり，また重い刑罰の者を直ちに使役に出すことができなかった

ので，多くの流刑囚を入植：者に割り当てることはできなかった69）。したがって1827年から1830年

代半ぽまで，流刑囚の割り当てを希望して申し込んだ者の数は実際に割り当てられた囚人の数の

2倍に達したのである70）。囚人労働が需要を満たし得ず，しかも十分な労働の供給がオーストラ
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リア経済の発展を促進する見込みがあったので，イギリス本国政府は何らかの手段で下層階級に

補助を与えてオーストラリアに移住させ，併せて国内の過剰人口問題を緩和しようとした。結

局，ウエイクフイールドの考えの影響を強く受けて，オーストラリアの土地を貸与することをや

めて売却し，その収入を移民計画に利用することとされ，様々の形の補助金が案出されると共

に，渡航する船賃も1830年代には下級船客は18乃至20ポンドへと引き下げられたので，下層階級

の人々のオーストラリア移住が増加した。1825年から1854年までのイギリスからオ・一一　一トラリア

への移住者数を5年ごとに合計すると，1825－29年＝＝5，175人，　1830－34年＝1万3，429人，1835－

39年＝・　3万9，845人，1840－44年＝5万5，340人，1845－49年＝6万1，239人，1850－54年＝24万

4，218人となっている71）。しかし，スコットランドでは1837年にエリオトT．F．　Eliotが移民監

督局長官Agent　General　for　Emigratio捻になるまで，オーストラリアへの移住を政府が補

助する制度はうまく作用しなかった。というのは，ltンドン移住委員会がロンドンの海運業関係

者に牛耳られて，移民輸送の利益をスコットランドの海運業者に割愛することを吝んだからであ

った。ロンドンの中央政府のスコットランドに対する差別的処遇はスコットランドの人々の常に

不満とするところであるが，オーストラリアへの移住希望者の取り扱いに関してもロンドンの関

係当局は早くから非協力的だったと言われている72）。従って1832年から1837年までの6年間にス

コットランドからオーストラリアへ移住した2，052人のうち，政府の補助を得て渡った者は4分

の1にも達しなかったであろうと考えられている？3）。ところが人口が増加し続けたハイランドで

は73），1835年以来の馬鈴薯の不作，陸軍の縮小による雇用の喪失，漁業の不振，1836年から38年

のスコットランド全般の不況，等の影響で甚しい窮状に陥った。それの最も早い打開策は移民で

あったが，人々はあまりにも窮迫して，アメリカへの比較的安価な渡航費すら弁じることができ

なかった。1832年以来，植民省で移住補助行政を担当してきたエリオトが，まさにこの時に移民

監督局長官に任命されて，ロンドン移住委員会を解散し，連合王国内のどの地域にも公平に，人

mに比例して政府の船を提供してオーストラリアへの移住を補助する政策を始めたのであった。

エリオトは既に1834年に政府の移住監督官をグリーノックとリースに一名ずつ配したが，1836年

にニュー・サウス・ウェイルズの総督パークSir　Richard　Bourkeが海軍の軍医ボイタCharles

Boyterを植民地政府移民監督官Colonial　Emigation　Agentとして任命し，スコヅトランドに

おける移住補助政策の遂行にあたらせるに及び，エリオトとボイタの連繋よろしきを得て，1837

年以降にスコットランドからの移民が急増したのである。すなわち，1833年にはスコットランド

の港からオーストラリアへ向かった人がイギリスのオーストラリアへの移民中に占めた比率は15

分前1乃至16分の1で，人数は253人であり，1834年には134人，1836年には114人と減少したが，

1837年には1，254人と激増し，1838年には3，215人，というように1841年まで増加していった。

1842－3年にイギリスの経済は甚しい不況に陥ったが，オーストラリアの経済も危機的情況を呈
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したので，イギリスからの植民が1842年忌ら減少し，更に1840年代中期のイギリス本国における

鉄道建：設ブームによる労働力需要の増大が移民を減少させ，移民の数は1848－9年に英国基幹産

業が不況に陥るまで低水準に留まった。スコットランドからオーストラリアへの移民は1846年に

は3人にすぎなかった74）。1852年の金鉱の発見に起因するオーストラリア移民の激増以前におい

て，スコットランドからオーストラリアへの移住が最も多かった1837－46年忌10年間にオースト

ラリアに渡ったスコットランド人は約ユ万2，000人で，この時期に渡豪した全植民者の約6分の

1であった75）。そのうち本国政府か植民地政府のいずれかの補助を受けた者は約1万人であった

が，スコヅトランドからの移住を1837－42年の時期について示した数字によると，その総数は1

万人で，補助を受けなかった者1，500人，本国政府の補助を受けた者5，200人，植民地政府の補助

制度によった者3，300人であった。植民地政府の補助制度を利用して1838年から42年までに入植

したスコットランド人は，同じ期間にその制度によって移住した全入訳者の10分の1乃至9分の

1であった。補助を受けて入植した者は，すべてではなかったとしても76），大部分は労働階級で

あったが，その中に含まれた熟練労働者と牧羊熟練労働者とも言うべき羊飼いとが全人員に占め

た比率は，アイルランド人やイングランド人の場合より高かった。たとえば1837年にポートラン

ドPortland号で出航した253人のスコットランド人の中には，8人の羊飼いと5人の自称「農

場経営者」，3人の教師の外に，工業に関する者41人，建築・木工に関する者24人，靴や服に関

する者13人，馬具1人，植字工1人，計80人の熟練労働者がいたのに対して，1841年にシド＝一

にジョン・レニックJohn　Renwick号で到着した典型的なアイルランド人の移民集団211人の

中に含まれていた熟練労働者は大工と鍛冶工の計3人のみで，他はすべて不熟練労働者だったの

である77）。熟練労働者の賃金は不熟練労働者の賃金の3倍以上にもなったから78），後に「ここの

諸植民地でかねを儲ける者はたいていスコットランド人で，儲けないのはおおかたアイルランド

人だ78）」という状況が生じた理由の一つはここにあったのかもしれない。オーストラリアで移民

を労働力として必要とした人々は，本国政府が植民地の移住援助制度を利用してオーストラリア

へ貧民を送っていると非難し80），スコットランドからの移民のなかにもスコットランド社会の屑

が来たと言われた人一多分，チショルムAlexander　and　Caroline　Chisholm夫妻がシドニー

で見た英語も話せず職もなかったハイランド出身者のような人一がいたりしたが81），他方，ス

コットランドのハイランド貧民救済のための諸委員会の委員らは，オーストラリアへの移民団の

組織者がハイランドの住民の精粋を掬い取り，貧窮して無気力な者や老齢で窮迫した者のみを残

していくことに抗議しているのである83）。ちなみに補助を受けないで1838年から43年の間に移住

した人のなかにスコットランド人が占めた比率は約4分の1であった84）。要するに，この時期に

おいてもスコットランドからの移民はイングランドやアイルランドからの移民に対して，比較的

に多くの中層階級と熟練労働者によって構i成されていたと言えるであろう。1830年代のニュー・サ
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ウスウ・エイルズにおけるプレスビテリアン教団の諸教会の会衆の平均的構成は，農場経営者が

47．7パーセント，熟練労働者が21．2パーセント，不熟練労働者が9．4パーセント，専門職が6，1パ

ーセントであり，シドニー内のみに限ってみると熟練労働者が54．7パーセントを占めていた85）。

おそらく19世紀前半のオーストラリアの社会の諸階級の各々において，多かれ少なかれ影響力を

もち得た人々の数は，イングランド出身の植民者の半数が中層階級と熟練職人だった場合にイン

グランド人とスコットランド人はほぼ同数であったろうが，現実には多分スコットランド人の方

がイングランド人より人数が多く，アイルランド人は少数者だったであろう。従って1859年のメ

ルボルンはウィリアム・ケリをして「新鮮な空気を除けば周囲のあらゆるものを通してスコヅト

ランドを想起」せしめたのである86）。こうして1880年代のオーストラリアで，投資会社の4分の

3がスコヅトランドに起源をもつか，スコットランド人によって創始されたか，あるいはスコッ

トランドの方式で始められたものである87）という状況を現出する基盤の一つは，19世紀中期まで

に形成されていたのである。

4．　19世紀前半におけるスコットランド人のオース1・ラリア投資の端緒的活動88）

　スコヅトランド在住者の資本がまとまってオーストラリアにおけるひとつの事業に初めて投下

された機会は1822年のエディンバラ・リース・オーストラリア会社The　Australian　Company

of　Edinburgh　and　Leithの創業であった。これは1820年から22年にかけてリースから8隻の船が

オーストラリアへの移住者を乗せて出航し，1822年には最初の3隻で移住した人々の書信が故国

に届けられたことに刺激されて発起されたと言えるかもしれない。すなわち，1820年にヨークシ

ャの海運業者のディクスソJames　DixonがスケルトンSkeleton号でオーストラリアへ移住す

る船客を十分に集めるのに成功すると，リースの船舶ブローカーのブロードフットJohn　Broad・

footがイングランドの船主の船を臨時にチャーターして5隻の船を仕立て，1821年と22年にス

コットランド人の移民をオーストラリアへ送ったが，リースの葡萄酒商兼船主のワイルドJames

Wyld，鉄工業者のアソダスンJohn　Anderson，皮革商のアレグザソダForrest　Alexanderの

3人はオーストラリア貿易の将来性に着目して，リースとオーストラリア植民地の間に定期航路

を開設して旅客と貨物の輸送を行なう会社の発起を計画したのである。株価は100ポンドで，公

称資本金約13万8，000ポンド，その半額の約7万ポンドが払い込まれた。株主の多くはエディン

バラを中心とする地域の商工業経営者と法律家であり，131人の株主のなかにはこの地の重要な

企業一銀行，保険，海運，鉄工・ガラス・麻織物等の製造業等　　の取締役が多数おり，1820

年代中期に彼らが占めていたそのポストの数は100以上に達した。マックミランは，1825年に創

始されたヴァン・ディーマンズ・ランド・カソパニがイングランド西部の織物製造業者の運動だ

ったのに比して，このオーストラリア会社はもっと多様な利害関係者による運動だったと述べて
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いる。投資家たちが高い収益を期待したのはもちろんだが，船主たちは新しい貿易航路を求め，

工業経営者たちは新しい市場の開拓を望んだのであった。同社は1823年から31年までの9年間に

664人の乗客をオーストラリアに運んだ。乗客輸送は1823年から25年までの3年間は好調で毎年

100名を超したが，1826年目27年は各々51名と39名となり，同社の船の一航海あたり平均乗客数

1＃・45名となった。乗客の約5分の3乃至3分の2は上級船客で，一航海あたりの旅客運賃の平均

収入は約2，000ポンドにすぎなかった。従って同社が利益をあげるためには貨物の輸送によらな

けれぽならなかったのである。1823年から30年までの間に同社の船は平均して毎年2回オースト

ラリアに到着し，総計約6，000トンの貨物をホ・ミートとシドニーに運んだ。この外に同社がチャ

ーターした別の船によって同社の代理店に運ばれた貨物もあったので，同社が取扱った貨物は同

じ時期にスコットランドからオーストラリアに輸出された商品の4分の3以上に相当したであろ

うと考えられている。ところで1823年から1830年までの8年聞にスコットランドの船でホバート

に送られた貨物は9，925トンであり，その他のイギリス船で送られた貨物は2，729トンであったか

ら，スコットランドとイングランドの保有船舶数の比が1対5であったことを考慮すると，これ

はヴァン・ディーマンズ・ランドにおけるスコットランド人の著しい商業活動を示したものだと

言えよう。1825年頃のヴァン・ディーマンズ・ランドでは，商人の大多数がスコットランド人だ

ったと言われている。スコットランドからの輸出で最も多くの量と価値とを占めたのは繊維製

品，銃砲等を含む鉄製品，農機具，火薬，ペンキ，皮製品，帆布，ラム等の酒類で，そのほか様

々の食品，硝子，陶器，蝋燭，石鹸，紙等の日用品，書籍，茶，煙草等の再輸出品等，多様な商品

でその多くはスコットランドで生産されたものであった。これらの商品のオーストラリアでの価

格はイングランドでの価格の60乃至100パーセント割高だったので1823－25年には相当の利潤を

あげて，同社の株は1825年には110ポンドで売買された。しかし，復路に本国にもたらす商品の

欠如が営業上の問題であった。1820年代末には羊毛の生産はまだ限られたもので，1828年にニュ

ー・ Tウス・ウェイルズから輸出された羊毛は400トンで，同社のどの船でも1隻で容易に積載

できる量であった。しかもスコットランドでは，1824－25年の会社発起マニアで生じた過剰な投

機のけっか1826年に株価が崩落し，1826－27年の不作と相まって，経済は不況に陥り，その影響

で1820年以来低迷した海運業も不況が一層深刻となった。船主たちは用船の機会を求め，イギリ

スからオーストラリアへの流刑囚や輸出品を低廉な運賃で輸送する船が増加して植民地にはスコ

ットランドからの輸出品が過剰に送り込まれ，船舶間で復路の貨物を集める競争も激しくなっ

た。ちなみにイギリスからシドニーに入港した船舶の数は1826年の33隻，合計1万1，848トンで

あったのが1829年には62隻2万1，963トンと倍増している。従って，オーストラリア会社のポー

トランド号は1826－27年に積荷を求めて5か月近くもシドニーに碇泊し，同社の他の船も1827年

頃には平均して4か月をオーストラリアで過ごしたのであった。会社の発起人たちは，スコット
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ランドからの輸出品の対価として現金のほかに植民地の産物，例えば小麦，鯨油，鯨骨，海豹

油，海豹の皮，大麻，亜麻，樹皮，樹皮の抽出物，羊毛，ホップ，煙草等を受け取り，それを本

国で売却して利益をあげる予定だったが，それらの物産が十分になく，会社の船はバタヴィア，

マドラス，カルカッタ，マニラ等に帰路に寄港して積荷を求めたり，ホバートとシドニー間で小

麦，馬鈴薯，羊毛等の輸送を行なったりして利益を得ようとした。他方，植民地の物産が十分で

も，スコットランドでそれに対する需要が不足したために帰路に貨物を満載しない場合もあっ

た。1825年以降，植民地の物産のイギリスでの販売価格が低下し，価値の高い植民地物産を復路

の貨物として集荷する競争が激化してその集荷が困難となったので，会社は輸出品の代価として

植民地の物産を受け取る方針を変更していった。しかし，本国に輸入して十分な利潤を得られる

商品を復路の貨物として見出せなかったことは，輸出と輸入の両面からの利潤を期待して発起さ

れた会社にとって致命的であった。

　結局，オーストラリアの物産のイギリスでの販売価格の低落，海運業者の競争の激化による運

賃の低下，船舶過剰に起因する復路の貨物の欠如が主たる原因でエディンバラ・リース・オース

トラリア会社は1831年に廃業し，船舶は競売に付されたのであった。マックミランはスコットラ

ンド出身のシドニーの商人の言葉を借りて，同社の目論見が20年早過ぎたと述べている。同社は

短命であったが，その活動によりスコットランドからオーストラリアへの移住が持続，促進さ

れ，また，ヴァン・ディーマンズ・ランドとニュー・サウス・ウェイルズにおげるスコットラン

ド人の影響力が強化されたと言えよう。スコットランドから同社によりホバートに派遣されて

1825年から31年まで同社の代理人を勤めたチャールズ・マクラクランCharles　Mc：Lachlanは

1827年に創始された職工学院の会計監査役，1828年にヴァン・ディーマンズ・ランド・バンクの

取締役，1829年にタスマニア商業会議所の創始者の一員，1832年にヴァン・ディーマンズ・ラン

ド生命保険会社の発起人の1人となり，また1828年に治安判事，1833年には立法議会の議員に任

命されており，同じく同社の代理人として1825年から1829年までシドニーに派遣されたスコット

Elis　M．　Scottはニュー・サウス・ウェイルズ銀行の危機を救って1826年に同銀行の取締役とな

り，1828年忌シドニー商業会議所設立者の一員となっている。

　エディンバラ・リース・オ・一一ストラリア会社が失敗し，1830年忌初期のスコットランドではオ

ーストラリアに対する関心が一時薄れたが，1830年代中期から再びその関心が高まり，ラング

John　Dunmore　Lang，ウオーJohn　Waugh，ウォーカThomas　Walker，マジスン，　John

Matheson，ジョンストンJ．　G．　Johnston，スコットTheodore　Scott，マシューPatrick　Mat－

thew，カーマイケルHenry　Carmichael，ラッセルAlexander　Russe11，　ジェイムスンR，　G．

Jameson等の著者が1836年から41年にかけてオーストラリアへの植：民と投資を促進する内容の

書物を公刊し89），オーストラリアに対する関心が再び強まり，1838年以降には前述のエリオット
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とボイタの尽力によって，ハイランドからの移民も増加した。おりしもスコヅトランドでは，イ

ングランドに一歩おくれて開始した産業革命がイングランド以上の速さで進行し，1830年代中頃

には熱風炉の技術革新を経験した鉄工業を中心として産業革命の重要な段階に達しており，スコ

ットランドはイングランドと並んで世界の工場になりつつあった。その産業構造の変化は，ハイ

ランドの下層階級を海外へ移住させたばかりでなく，著しく成長した経済の中で蓄積された資本

の投下先をも海外に求めさせたのである。キャメロンは「上昇を続ける輸出黒字によって，スコ

ットランドの投資家は全世界にわたって，新しい国の開発に貢献することができた。スコットラ

ンドの後進的な家計経済から先導的な工業経済への進展は，同時代のイングランドにおける産業

革命よりも，一段と目醒ましいものでさえあった」と述べているgo）。スコットランド東北に位置

するアバディーンを中心とする地域もこの発展に取り残されることなく，農業改良，特に肉牛の

肥育と輸出が盛んになり，1845年頃には人口の25パーセント，1万2，000人以上が亜麻，綿，羊

毛の繊維産業に従事し，1，　OOO人以上の人が鉄・造船・機械の諸工業に従事して1830年から40年

までに，建；虚数は12倍，建造した船の総トン数は20倍に達した。その他，紙，綱，等の地場産業，

鮭・捕鯨等の漁業，花簡岩の採掘・加工が行なわれ，1841年頃にはアバディーンシャの人口の

32パーセントが商工業に，29パーセントが農業に従事していた。また，アバディーン市はスコッ

トランド北半の金融・保険業の一中心地で，市内には4つの支店も含めて7つの銀行，6つの本

店を含めて39の保険会社を数えた。この地域の経済発展により人々の間に資本の蓄積が生じたこ

とは明らかで，その資本を投資するための会社の発起がこの地方の商人と法律家によって企画さ

れたのであった。

　ところでイングランドでもスコットランドでも，アトー二attorneyとかソリシタsolicitor

（スコットランドではアドヴォキトadvocateとも呼ばれる）と呼ばれる法律家は中世から地主

貴族や郷紳の所領の財産目録と，借地農が納入する義務を負っている地代や賦役のリストの作

成，土地売買の仲介，金銭貸借に伴う法律的手続きや事務処理を行ない，18世紀にはそういった

業務が大部分のソリシタの主要な活動となっており9’），19世紀には彼らは更に会社の株や国債の

売買の仲介業務にも手を伸ばすようになっていた。スコットランドのソリシタは特にこの面での

活動が著しく，銀行が地方に業務を広げたとき各地のソリシタが代理人として選ばれたことが多

かったのである92）。アバディーン市の法律家協会Faculty　of　Advocatesは1841年に142人のソ

リシタを擁していた。1839年に設立されたノースブリティッシュ・誉田ストラレイシァソ会社の

発起の中心的人物であるア）／ダスソAlexander　AndersonとジョップAlexander　JoPPもソリ

シタで，アンダ，スソはスコットランド北部銀行North　of　Scotland　Bankとイリノイ投資銀行

の発起人で19世紀スコットランド北部の財界で最も卓越した有力者であって幾つもの会社の経営

に関与し，ジョップもスコットランド北部銀行，アバディーン商事会社Aberdeen　Commercial
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Companyアバディーン・ガス燈会社の取締役，　Paイヤル・エクスチェンジ保険会社Royal

Exchange　Assurance　Companyの代理人を兼任し，所領を有する郷紳であった。ノース・ブリ

ティッシュ・オーストラレイシァン会社の経営委員会は9人の委員で構成され，そのうちの6人

がソリシタであった。同社はオーストラリアでの不動産投資を主たる業務とすることにし，資本

金5万ポンド，1株5ポンドで1万株に分割された。同社は1839年末にはシドニーで転売または

農牧業経営のための土地購入に着手し，1840年には1株1ポンドで1万株の増資を行なった。し

かし，1830年代末の土地投機i熱が冷め，1840年代初期に不況が到来すると，同社が購入した土地

の地価も植民地の諸銀行の株価も暴落して，1844年に会社の閉鎖も考えられたが，ライバル会社

であるスコティッシュ・オーストラリア投資会社の融資で危機を竣ぎ，1856年の株式会社法の下

に会社登記を行なっている。その時に商務省に提出された株主名簿では，創業時からの株主であ

るジョップ家が5ポンド株を5，511株，・ミーネ1・Newell　Burnettが4，000株，チャーマズ

David　Chalmersが400株を保有していた。業績のあまり振わなかった同社の営業を継続せしめ

たのは，これらの大株主の財力だったであろうと思われる。

　この会社に触発されて創始され，著しい成果を挙げたのはスコティッシュ・オーストラリア投

資会社Scottish　Australian　Investment　Companyであった。これは，北米投資会社North

American　Investment　Company（1840年初期はGalena　Company）とアバディーン海上保険

会社とを発起し，アバディーン・タウン・アンド・カウンティ・・ミンクとアバディーン火災・生

命保険会社の取締役を勤めていたソリシタのストロナクAlexanden　Stronachを中心として創始

され，1株1ポンドで公称資本金10万ポンド，払い込み資本5万2，000ポンドで1840年に営業を

開始した93）。この会社でも14人の常任取締役のうち8人がソリシタであった。株主では55人の商

人，30人の法律家，22人の医師が顕著な職業集団である。同社の発起書では，動産・不動産の売

買，金融，保険，その他多岐にわたる営業項目が挙げられていたが，1841年にシドニーで営業を

開始した代理人のモアヘッドRobert　Moreheadは，賢明にも抵当貸付に重点を置いた。彼がシ

ドニーに到着したi841年から43年には，イギリス本国の不況に起因する羊毛価格の下落を契機と

して，オーストラリアはそれ以前の数年間の好景気と投機との反動で金融危機に見舞われ94）最悪

の経済状態に陥っていた90「）。これは抵当貸付を行なうには最も良い時期であり，マックミランは

r同社の当初の繁昌は，シドニーの商人と投機師たちの破滅と窮迫した入植者たちの財政困難と

の上に築かれた」と述べている。同社より遙かに巨額の資本金をもって同社より1年おくれてこ

の地で営業を開始したところの，ロンドンに本拠を置く2つの会社The　British　Colonial　Bank

and　Loan　Company　of　LondonとThe　Australian　Trust　Companyも各々順当に利益をあ

げ，特に後者はこの3つの貸付会社の筆頭に位置したが，スコットランドの会社は他の2社が行

なわなかった第2抵当への貸付も行なって利益をあげ，営業開始後6か月間の利益が14乃至15パ
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一セントに達した。ちなみに同社の利率は12．5パーセントで他の2社のそれは10パーセントであ

った96）。競争会社のなかで最も高い利子を徴しながら他の会社と競争できたのは代理人モアヘッ

ドの手腕に負うところが大であったが，それと同時に重要だったのは，彼が多様な事業活動を行

なうことを委ねられたことと，彼を拘束する取締役会が現地に存在しなかったことである。この

点，他の2社では株主に多くのオーストラリア在住者がいて現地に取締役会が設けられ，それが

営業の助けとなるどころか却って妨げにさえなったのと比べで7），スコットランドの会社は有利

であった。ところで，1841－3年の不況が抵当貸付業務に利したことは既に述べたが，他方，不

況のなかで，債務者の立場に立たされた植民地住民たちのなかには貸付業者に対する反感が生

じ，ウエントワースを中心とする人々が，高利を禁止して法定利率を4パーセントとし，過去に

遡及して適用するように植民地政府に求めた。諸会社の代表者のなかでこれに対する反論を公開

したのはモアヘッドのみで，彼は資本家が最も高い市場に商品を送るのは経済理論の当然であ

り，高利を求めて投資するのを非難することは，商業活動全体の根源を否定することであり，そ

ういった高利禁止法案の背後にある「債務者集団」よりも，むしろそういった措置で被害を受け

る債権者こそ同情に値するであろうと述べ，オーストラリアの発展のために零細な資力の大衆が

投資しており，「多くの人が会社の株を買うために，営々と労苦してかねを稼いできた。そのなか

には婦人もいれぽ，逆境にあって僅かな収入の増加でも必要な人がいるであろう」と書いた98）。

論争の結果，妥協の産物として過去に遡及しないで公定利子率を8パーセントとする法案が植民

地の立法議会で1票の差で通過し，総督のギプスは本国政府の承認を得るために同法案の制定を

留保したが99），植民地の不況が1844年に回復し始め，植民省のスタンリ卿が同法案を放置してい

るうちに，高利に関するこの論争は自然消滅した。

　植民地の景気が回復するとスコティッシュ・オーストラリア投資会社は羊毛，小麦等の生産物

の次期の収穫高を担保とする貸付や為替取引，諸都市内の不動産の所有，大規模な牧羊経営へと

手を広げ，代理店がロンドン，リヴァプール，エディンバラ，グラスゴウ，アデライデにも設け

られ，1853年に本店がロンドンに移されたのであった。こうしてスコティッシュ・オーストラリ

ア投資会社はスコットランド在住の人々がスコットランドにある会社を通じてオーストラリアへ

投資する端緒を開き，この会社の成功は，貯蓄性向の強いスコットランドの大衆の資本をその後

も引き続きオーストラリア植民地へ投資させる糸口となったのである。マックミランは，1841年

から46年にわたる同社の事業の成功の結果，次の30年間に多数のスコットランドの牧畜会社と投

資会社がオーストラリアと＝ユージーランドで営業するようになったと述べている。1880年代に

なるとオーストラリアの牧羊，抵当，投資に関連するすべての会社の有価証券の3分の2以上が

スコットランド人によって保有されるようになっていたという状況の基礎は10⑪），同社によって

築かれたと言っても過言ではないであろう。



19世紀前半の英豪関係 39

5．　結 語

　前述したように1g世紀後半のオーストラリアではスコットランド人の影響力が連合王国の人口

巾にスコットランドの人口が占めた比率の割にも，オーストラリアの人口中にスコットランド出

身者が占めた比率の割にも大きかったと思われる。スコットランドからの移民の成功率が高かっ

たのはなぜか，その理由の若干を述べて，19世紀前半の蘇豪関係についてのこの小論の結びに代

える。

　まず考えられるのはスコットランド人の信奉するカルヴィニズムの影響であろう。カルヴィニ

ズムの倫理と資本主義の精神との関連は経験的な事実であったとスコットランドのカルヴィニズ

ムと資本主義の発展に関して研究したゴードン・マーシャルは述べている。彼は17世紀末のスコ

ットランドのジェイムズ・ドナルスンJames　Donaldsonの著書r確かな成功術』The　Undoub－

ted　Art　of　Thriving（1700）カミ勧めたこと　　懸命な働きと誠実な努力によって自己の利益の

増殖を計ること，のらくらしないこと，帳簿を正確に記帳して絶えず的確に残高を把握するこ

と，取引開始前に市場の状態を合理的に評価すること，支出が収入を超過しないようにすること

一は，すべて近代資本主義の精神と合致するものだと述べている101）。なるほどスコットラン

ド人はオーストラリアでも定評に違わず倹約家であるとの観察がある。たとえば1850年代のヴィ

クトリアで成功したスコットランド人はイングランド人より消費することが遙かに少なく，銀行

に金を貯め込んで有頂点になっている，との記述がある102）。しかし，前述の規範はスコットラ

ンド人の専有したものでなく，アイルランド出身の多くの成功した農場経営者にも見られた徳目

だったとも言われている103）。マサイアスは，イングランドに移動したアイルランド人が伝統的

にイングランド人よりよく働いたと，アダム・スミスを典拠にして述べている104）。もしそうで

あれば，スコットランドから来たオーストラリア移民の人口に不均合に大きな成功は，宗教的理

由に付け加えて，何か外の説明をも要するであろう。

　まず第に，初期の流刑地時代から19世紀半ばまで，長い間スコットランドの連隊が駐屯軍とし

てオーストラリアに派遣され，その将校たちが入植者として比較的広い土地を貸与されて定住し

たことが挙げられよう。また，19世紀の20年代と30年代にオーストラリアへ移住したスコットラ

ンド人の多くが，農業なり商業なりの経営を志す中層階級の人々であったことも重要である。

1836年に建設されたサウス・オーストラリア植民地では，入植者や投資家のなかにスコットラン

ド出身の中層階級の人々が卓越し，この地方の経済発展の初期の段階を支配したと言われてい

る105）。疑いもなく，植民地開拓の初期においては，早く良い土地を占拠した者が有利であった

に違いないが，更に言えば，そこで成功するには立地条件の特質を判別する力と，経営が軌道に

乗るまでの生活を支える気力と資力とが必要だった。スコットランド人として最初のオーストラ
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リア定住者となった多くの将校と役人たちも，1820年代と30年代に「失意のうちにではなく希望

に燃えて106）」渡豪したと言われるスコットランドの中層階級の人々も，最初の入植者としてま

さに適格だったと言える。そして最初の入植老たちは次の入植者の培養基ともなった。この場合

にスコティッシeコネクションが重要だった。スクオヅティングは，1827年にダーリング総督に

よって牧羊の免許が牧羊経営者に与えられた時に始まったが107），19世紀中葉のスコットランド人

のスクオッタの多くは，スコットランド出身の同胞の牧場で働き，貯蓄して入植の権利を購い，

勤勉と洞察力とをもって牧羊に成功した人たちであった。リチャーズはその一例としてジョン・

ピータの成功を述べている。ピータはスコットランドの富裕な農場経営者の長男であったが，冒

険心やみ難く，父から受けた50ポンドの金を携えて1833年にニュー・サウス・ウェイルズに渡

り，スコットランド人に雇われて牧場の管理と監督を委ねられ，遂に年収4万ポンドをあげるに

至ったという108）。こうした入植者育成の過程は，スコットランド出身者の入植の地域的集中を

招いた。たとえば19世紀前半のヴィクトリア植民地の西部地域では開拓者の3分の2がスコット

ランド人となっていたのである109）。彼らの大部分の前身tS：・itウランドの農場経営者であった。

　このような成功談は中層階級の出身者のみに限られなかった。リチャーズがジョンストンの著

書から引用している1820年代の例では，農場の使用人farm　servantとして来た男が，初めは5

ポンドの金も持たずに働き始めたのに，15年後には年収1万5，000ポンドの農場経営者になって

いた。ニュー・イングランドの一地域ウオ1コモンビWollomombiもスコットランドの移民が集

中した地域で，初期の入植者の少なくとも5分の4はハイランドから来た人たちであったが，彼

らの多くは1830年代と40年代に定住した大スクオッタに牧羊労働者として雇用された後に監督と

なり，遂に自ら経営者になったのであった111）。スコットランドからの移民の高い成功率の第2

の理由は，スコットランドからの謙抑階級の移民のなかに，農・初耳の技術も含めて熟練のある

労働者の占めた比率が，アイルランドやイングランドからの労働階級の移民の場合より大だった

ことであると言えよう。農・画業，特に牧羊に熟練した労働者の昇進と毒忌の道はいま述べたと

おりだが，それ以外の職業においても，熟練労働者の賃金は不熟練労働者の賃金の2心ないし3

倍だったのである。労働階級の移民のなかに不熟練労働者を最も多く擁したのはアイルランドか

らの移民であった。オーストラリアでかねを稼ぐのはスコットランド人で，そうでないのはアイ

ルランド人だというトロロブの言葉は，故なきことではなかった。

　しかし，スコットラン・ドからの移民について，熟練労働者はたいてい南アフリカとアメリカ合

衆国へ行き，不熟練労働者はオーストラリアとカナダへ行ったとのキャンベルの言葉があるl12）。

リチャーズも，世紀中葉以降になると，スコットランドからの移民の大部分が家事奉公人と一般

労働者になったと述べている1i3）。それでもなおスコットランド人の移民を良質な労働力ならし

めた要因があった。それは衆知のことであるが，スコットランドにおける教育の普及であった。



　　　　　　　　　　　　　　　　　19世紀前半の英豪関係　　　　　　　　　　　　　　　　　41

1834年のイングランドでは工場労働者の86パーセン1・が読むことができたのに対して，スコット

ランドの工場では96パーセントの労働者が読むことができた114）。1839年の戸籍庁長官の識字率

に関する報告では，婚姻届けに自分の名前を署名できた男はロンドンで88パーセント，イングラ

ンドとウェイルズの全国平均では67パーセントであった115）。ハートウエルによれぽ，識字率は

一般的に都市部の方が農村より高かったのである116）。ところがスコットランドでは，ハイラン

ドを除けば，農村の方が都市部より識字率が高かった。都市部の教育水準は産業革命の中で低下

したと考えられている。1861年忌ら70年の期間に婚姻届けに自分の名を署名した男は，ハイラン

ド地方では76パーセント，北部諸州では93．7パーセント，ロウランド山州では95．9パーセント，

東部工業謡曲では91，4パーセント，西部工業高州では85．4パーセントを占めた117）。スコットラ

ンドの教区学校は教区の財政的負担と生徒の親の授業料負担の両方で運営されたので良質の教員

を確保でき，その教育内容はイングランドの一一般的初等学校に優るものであったから，スコット

ランド人とイングランド人の庶民の一般的教育水準の差は，前記の数字が示す以上のものだった

かもしれない。スコットランド人一般の高い教育水準は，新天地で新しい技術を逸早く習得さ

せ，同郷からの入植者の間に拡散させ，採用させたのであった118）。更に，スコットランドの大学

がイングランドの大学より中層階級に対して開かれたものであったこともよく知られているl19）。

これらのことは，スコットランド人総体の人的資源としてのカに厚みをもたらしたと言えるであ

ろう。牧羊業や商工業のほかに，政治，教育，科学，ジャーナリズム，宗教，芸術等，様々の分

野で1“　・一ストラリアに移住したスコットランド人は活躍した。一例を挙げると，クィーンズラソ

ドの植民地政府の最初の50年間に政務を執った25内閣のうち，12内閣の首班はスコットランドの

出身であり120），1859年から1900年までのヴィクトリア植民地議会議員691名中の約30パーセント

はスコットランドの出身者であった121）。最後にスコットランドのソリシタの演じた役割に言及

しなければならない。彼らが19世紀に会社の株や国債の売買の仲介業務を行ない，オーストラリ

アへの投資会社の発起にも重要な役割を演じたことは前に述べたが，スコヅ1・ランドの各地に散

在したソリシタは，オーストラリアの投資会社の公認の代理人となった同業のソリシタから株式

発行の広告を受けて地方の投資家に投資を勧め，投資家の代理人となって広告の送付元である会

社の公認代理人のソリシタに投資金を送金した。オーストラリアの牧羊業関係の投資会社にこの

経路で調達された資本は，1880年のオーストラリアの借款総額の40パーセントにも達し，この時

期のオーストラリアには，英国の海外投資総計の20ないし30パーセントが向けられていたから，

この額は著しいものだったとべイリは述べている122）。1口5ポンドといった零細な投資家の資

金をスコットランド全域から集めたソリシタ同業者間の営業・情報網が，実に，スコットランド

の資本を大量にオーストラリアに投資させるのに与って力があった123）。しかし，ソリシタがい

くら勧めても，スコットランドの人々の間にオーストラリアへの好感がなけれぽ大量の資金の動
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員は不可能だったであろう。結局，これも良質の人的資源から成ったスコットランド移民のそれ

までの成功があったればこそ，実現したことだったのである。
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